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―
 「共に生きる」地域再生の小さな拠点に論 壇

鰐
Ю
「今
こ
こ
で
私
に
凝
き
あ
」を
見
つ
け
、挑
戦

保
育
者
を
目
指
す
学
生
の
実
践
的
な
学
び
の
場
と
も

な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
英
語
あ
そ
び
、感
覚
あ
そ
び
、

食
育
等
を
テ
ー
マ
に
本
学
教
員
が
子
育
て
講
座
を
開

き
、
大
学
の
知
財
を
社
会
還
元
し
て
い
る
。

仙
台
市
泉
区
が
地
域
課
題
解
決
を
支
援
す
る
事
業

「い
ず
み
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
助
成
を
受
け
た
活

動
は
多
岐
に
及
ぶ
。
健
康
増
進
の
た
め
に
シ
エ
ア
と

学
生
が

一
緒
に
軽
運
動
を
楽
し
む

「し
ら
ゆ
り
健
康

倶
楽
部
」
、
ヨ
ガ
、
小
学
生
対
象
の
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
、
東
北
で
技
能
実
習
生
と
し
て
働
く
ミ

ャ
ン
マ
ー

・
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
た
ち
へ
防
寒
着
を
贈

る
ク
ロ
ー
ス

・
ド
ラ
イ
ブ
、
外
国
人
へ
の
日
本
語
教

育
な
ど
、
１６
件
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
打
撃
を
受
け
た
宮
城
県
南
三
陸

町
と
は
観
光
協
会
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
の
学
生
が
南
三

陸
３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
の
バ
ナ
ー
を
英
訳
し
、
観
光

物
産
展
開
催
を
手
伝
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
等
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
同
協
会
主
催
の
ツ

ア
ー
で
は
、
台
湾
の
大
学
生
が
本
学
を
訪
間
し
、
在

学
生
と
の
交
流
会
が
実
現
し
た
。
観
光
振
興
が
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
し
、
震
災
復
興
に
直
結
す
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

東
北
唯

一
の
自
立
持
続
可
能
な
自
治
体
と
し
て
躍

進
す
る
大
衡
村
の
小
川
ひ
ろ
み
村
長
は
本
学
出
身
で

あ
る
。
昨
年
は
大
学
祭
で
の
講
演
を
機
に
本
学
ク
リ

ス
マ
ス
バ
ザ
ー
で
大
衡
村
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ

た
。
今
年
は
村
の

「食
の
学
び
舎
事
業
」
に
本
学
学

生
の

「∧
自
分
史
∨
を
書
く
」
企
画
が
採
択
さ
れ
、

今
後
の
連
携
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
他
、
姉
妹
校
と
の
高
大
連
携
を
活
か
し
た
子

ど
も
食
堂
、
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
に
食
料
を
提

供
す
る
フ
ー
ド

・
ド
ラ
イ
ブ
、
防
災
教
育
の
絵
本
製

作
と
防
災
意
識
の
啓
発
活
動
、
企
業
と
の
食
品
共
同

開
発
な
ど
、
他
者
の
た
め
に

「今
こ
こ
で
私
に
で
き

る
こ
と
」
を
見
つ
け
、
挑
戦
し
て
い
る
。

今
年
度
は
地
域
貢
献

・
高
大
連
携

。
学
修
支
援
の

３
部
門
か
ら
な
る
総
合
セ
ン
タ
ー
を
新
規
開
設
す
る

予
定
で
あ
る
。
大
学
で
親
子
の
絆
を
深
め
、
シ
エ
ア

に
憩
い
の
場
を
提
供
し
、
異
世
代
間
交
流
が
生
ま
れ

る
。
地
域
と
大
学
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
資
源
と
機
能
が

ク
ロ
ス
し
て
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
。
そ
の

う
ね
り
が
地
域
に
新
た
な
患
吹
を
も
た
ら
し
、
若
者

に
と

っ
て
は
人
間
的
成
長
の
ま
た
と
な
い
チ

ャ
ン
ス

と
な
る
。
本
学
が
そ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
人
々
が

「共
に
生
き
る
」
場
と
し
て
、
地
域
再
生
の
小
さ
な

拠
点
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
は
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
を

掲
げ
、
四
つ
の
ゴ
ー
ル

「い
の
ち
を
守
る
」

「共
に

生
き
る
」

「よ
り
よ
い
世
界
を
」

「明
る
い
地
球
の

未
来
へ
」
の
も
と
八
つ
の
課
題
Ｓ
Ｓ
Ｇ
ｓ

（Ｓ
ｅ
ｎ

ｄ
ａ
ｉ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ａ
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
　
Ｇ
Ｏ
ａ
ｌ
Ｓ
）

を
策
定
し
、
全
学
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
命

名
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
か
う
国
際
社
会
と
の
連

帯
の
表
明
で
あ
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｇ
ｓ
推
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
建
学
の
精
神

に
あ
る
。
創
立
母
体
の
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道

女
会
は
、
３
世
紀
に
わ
た
り
新
約
聖
書
の
主
要
執
筆

者
パ
ウ
ロ
の

「す
べ
て
の
人
に
す
べ
て
と
な
る
～
Ｂ

ｅ
　
Ａ
ｌ
ｌ
　
ｔ
ｏ
　
Ａ
ｌ
ｌ
～
」
と
い
う
壮
大
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
き
た
。
今
目
の
前
に
い
る

一
人

の
た
め
に
全
身
全
霊
を
尽
く
す
。
１
世
紀
当
時
の
「世

界
」
を
舞
台
に
活
躍
し
た
パ
ウ
ロ
は
、
そ
う
し
て
グ

ロ
ー
カ
ル
人
財
の
先
駆
け
と
な

っ
た
。
こ
の
精
神
は

学
校
法
人
自
百
合
学
園
の
教
育
の
根
幹
に
据
え
ら
れ

て
い
る
。

仙
台
で
は
１
９
６
６
年
の
開
学
以
来
、
地
域
と
共

に
歩
み
、
社
会
に
貢
献
す
る
女
性
を
数
多
く
輩
出
し

て
き
た
が
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域
の
声
に

聴
き
な
が
ら
、
短
大
か
ら
四
年
制
大
学
へ
の
昇
格
、

学
科
改
組
な
ど
革
新
を
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今

こ
の
地
に
存
続
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
人
口
減
少

が
加
速
す
る
地
方
で
も
逆
風
に
帆
を
張
り
、
地
域
の

方
々
に
必
要
と
さ
れ
る
限
り
、
未
来
は
あ
る
と
信
じ

て
い
る
。

地
域
貢
献
は
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
実
施

主
体
は
、
所
轄
セ
ン
タ
ー
、
学
科
、
教
員
の
担
当
科

目

・
ゼ
ミ
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
端
を
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
月

一
回
の
ペ
ー
ス
で
十
年
前
か

ら
開
催
し
て
い
る

「ゆ
り

っ
こ
広
場
」
は
、
初
等
教

育
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
自
百
合
な
ら
で
は
の
地
域
貢

献
で
あ
る
。
０
歳
～
未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者
を

大
学
に
招
待
し
、
お
も
ち
ゃ
で
の
遊
び
や
ふ
れ
あ
い

遊
び
、
絵
本
の
読
み
間
か
せ
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え

。
手
ほ
り
、
夏
祭
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
行

っ

て
い
る
。
子
ど
も
教
育
学
科
の
学
生
が
企
画

。
運
営

し
て
い
る
た
め
、
参
加
す
る
親
子
と
触
れ
合
う
こ
と

に
よ

っ
て
、
子
育
て
支
援
を
し
な
が
ら
、
同
時
に
、

仙台白百含女子大学 学長  加 藤  美 紀


